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＜病棟連絡事項＞
・法人研修　明日、3月15日の予定です。ZOOMでの視聴であるため登録必要です。（参加できない方は資料確認）アンケート提出での出欠確認ですので、メール各自確認してください。

・院内研修　3月16日～31日までにPPT確認し、アンケート提出での出欠確認ですので、各自メール確認してください。

・看護G研修のアンケートについてメール来ています。確認し、提出してください。

・エレベーターの定期点検：3/29（火）9：30～15：30
　点検箇所：メンタルケア病棟⇒厨房リフト⇒管理棟
年次点検ですので、1ヶ所につき1時間半くらい点検時間がかかります。



＜患者様連絡事項＞
・安ヶ平　小倭子様～臨時薬プレドニゾロン（5）1T、スピロノラクトン（25）1T朝食後が3日分処方となる。本日のみスピロノラクトンは昼食後に服用の指示。

・関橋　長一様～セフトリアキソンとオメプラゾールは指示分で終了。3/15～補液ビー
フリード500ｍｌ×2、生食500ml1本へ変更指示あり。

・川向　高夫様～食事形態ミキサー食へアップ予定。主治医より家族へ食事アップに際し誤嚥、窒息の可能性も含めた状態説明済み。

・笹本　岩男様～3/15より補液ソリタT3500ml×2、生食500ml 1本へ変更指示あり。

・川崎　隆志様～3回目のコロナワクチン接種券持参あり、外来枠の3月23日　14：00に予約しています。

・若沢　理子様～不穏時リスパダール内用液（0.5）1P　7回分処方。

・安達　貴浩様～胃痛時つくしAM配合散1P　10回分処方。

・田中　文男様～主治医より許可あり、スタッフ付き添いのもと自宅へ外出する。

・佐々木　博子様～娘様と共に室岡整形受診の為外出するが、担当医不在で診察できずに帰院している。再度受診調整出来次第、家族より連絡来る予定。

・今　保様～ストローで牛乳飲めない為、コップでの提供へ変更。

[bookmark: _GoBack]・下川　アキ様～臨時薬レキサルティ中止し、リスペリドン（0.5）2T朝夕食後が3日分処方。食事の際スプーンで上手くすくえず食べこぼしあり。介護食器使用へ変更。

・板橋　利美様～栄養より情報提供。腎機能の低下あり、3/15よりメイバランス→カロビタンゼリーへ変更となる。

・坂本　和子様～食事摂取量少なく、昼よりハーフ食へ変更。

・大久保　惠様～介護認定調査の依頼あり、3/30(水)14：00にて設定。


[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察開始するも他者への迷惑行為著明にみられ、早めに開放観察終了している。自室では時折奇声聞かれる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食両上肢拘束一時解除し自力で全量摂取。両下肢の拘束とミトンそれぞれ時間をあけて開放するも自傷行為など危険な行動はなし。母親のことを気にしてスタッフに質問されることあるも、頓服希望や不穏さなく落ち着いて過ごすことできている。拘束部位循環障害無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・金山　辰巳様～身体拘束中。酸素3ℓ流入中。拘束解除中カヌラ外しあるが酸素飽和度の大きな低下や呼吸苦の訴え無し。不穏さや易怒性も無い。食事は自力で1/2摂取している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・高柳　和子様～大声を出したり、脱衣行為や他室入室、壁を叩く行為、他患者のお菓子を盗っていこうとすることあるも、一時的で持続性はない。落ち着いて座っていられる時間もあり。

・大山　ヒデ様～介入に拒否・抵抗なし。不穏さや危険行為なく落ち着いて過ごされている。

・木野　貢様～腰部・腹部の掻痒感持続。飲酒欲求や訴えは特に聞かれず、落ち着いて過ごされている。

＜金Dr.診察情報＞
・田中　文男様～主治医診察にて本日外出許可あり(14:30～15:00)。
"(入院時より憂慮されていた)炊飯器のスイッチを切る事"と"入院に必要な衣類等を持って来る事"が主な目的。また、これまでの病歴・生活歴を綴った日記があるとの事で、加えてお持ち頂く事としている。患者様自身も入院治療を継続している。サービス調整等(生活保護?)を行い生活基盤の整った後、退院を目指す方向性。

・高橋　信一様～臨時薬処方変更無し。

・東野　愛様～臨時薬処方変更無し。

・沼山　真紀子様～臨時薬処方変更無し。
